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１．はじめに 

2013年までの過去約 20年間は、連邦地方裁判所における特許訴訟は、ほぼ増加の一途をた

どってきました。特に、2011年～2013年における特許訴訟の件数の増加は顕著です。 

 

なかでも、2012 年度において特許訴訟の件数が多くなりました。これは、 下記の理由(a)～

(c)によるものと考えられます。 

 

(a) 1件の訴訟において多数の被告を相手に訴訟を提起することができた。 

(b) 特許発行の件数が増加している。 

(c) USPTOによる審査の品質に問題がある。 

 

 上記のように、米国における特許訴訟の件数は、2014年度以降も、基本的には増加し続ける

であろうと言われていました。このような状況下で、このたび、2014年度における特許訴訟の

件数に関する統計データが発表されました。この統計データに基づいて、米国特許訴訟の件数が、

2014年度においてどのような傾向を示し、その後どのように推移していくのかについて、以下

に説明します。 
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